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～ 津波と建築 ～ ７

連載　第１２３回

建築家　三木　哲

● 田老の防潮堤
　防潮堤とは街や人を津波から守り、陸上に建つ建物な

どの津波被害を軽減する為の土木工作物である。津波が

海から陸に上がる前に、最初に衝突する構造物であり、

街の人々が高台に避難し、自分の命を守るための時間稼

ぎの役割を持つ。

　岩手県の田老町（現・宮古市田老地区）は慶長、明治、

昭和の三陸津波で甚大な被害を受け、その度に町は壊滅

的被害を受けた。

　昭和の津波被害の経験から田老町には日本最大の防潮

堤が５０年近くの歳月をかけて築かれた。

　それは海岸線に沿って「Ｘ字型」に、総延長２４３３ｍ、

高さ１０ｍの巨大な堤防である。

　しかし、２０１１年３月１１日の津波は、堤防を乗り越え、

１８５名の死者・行方不明者を出した。

　田老の防波堤は、中心部を、高さ１０ｍまで土手状に

盛土し、その外側の緩やかな勾配が付いた斜面を鉄筋コ

ンクリート造の階段状の擁壁で包んでいる。

　２０１１年３月１１日の津波は、この防潮堤を乗り越え

て市街に浸水した。高さ１０ｍの防潮堤に対し、津波は

これを乗り越えて、田老の市街地に浸水したのだ。

　防潮堤の内側（山側）に居た居住者には、高さ１０ｍの

向う側は見えず、津波が防潮堤を乗り越えるまで、津波

に気が付かず、逃げ遅れた人もいた。１８５名の死者、行

方不明者は、まさにこのことを物語っている。

　津波災害復興計画では、単に防潮堤を高くするだけで

なく、居住地の地盤そのものを嵩上げし、居住地を高台

に移転するなど、総合的な対策が求められよう。

　田老の防潮堤は、Ｘ字型に配置されている。

　Ｘ字型配置の防潮堤のうち、山側ウィングの防潮堤に

は津波により破壊されたものは見られなかったが、海側

の堤防は津波により破壊された。

　どの様な防潮堤が津波によって壊され、壊されなかっ

た防潮堤はどんなものか？

　土手の勾配がきつく垂直に近い防潮堤ほど、津波によ

る破壊が多く見られ、逆に緩やかな防潮堤ほど津波によ

る破壊の被害が少なかった。

　この緩やかな勾配を津波は駆け上がり、擁壁を押し倒

す力を軽減させたと判断される。

　山側のウイングは土手の勾配が緩く、津波がこれを乗

り越えた結果、破壊された防潮堤は見られなかったので

はないか。

　海側のウイングが壊れた理由は、土手の勾配がきつく、

津波の破壊力を直接受けた為であると思われる。

　また、山側の防潮堤が壊れなかったのは、海側のウイ

ングが最初に衝撃力が強い衝突を受けたため、津波の破

壊力が弱まったためでもあろう。

　防潮堤を乗り越えた津波は、木造の建物を跡形もなく

破壊したが、鉄筋コンクリート造の建物に対しては建物

の外壁やサッシなどに被害を与えたのみで、主要構造部

は残置している。

　更に、防潮堤の裏（後）側の舗装道路を洗堀することは

無かった。

　２０１１年３月１１日の巨大津波は、この防潮堤を乗り越

えたものの、１８５名の犠牲者に止まったと総括すべきか

どうか？過去の被害率などと総合的に判断する必要があ

ろう。

　先述したように、津波により犠牲になった人の中には、

１０ｍの防潮堤の高さのため、防潮堤を乗り越えるまで

津波の襲来に気が付かず、逃げ遅れた人も多くいると聞

く。

　現地の職員に聞くと、災害復興に当たり、既存の１０ｍ

の防潮堤を更に嵩上げして、高さ１５ｍにする計画だと

いう。

　街や人命を守るための防潮堤の役割を高めるために

は、街から津波の襲来を見やすくし、高台の避難所へ逃

げる妨げにならないことも忘れてはならない。

　また、津波の力で壊されないことも、防潮堤の必要条

件ではないかと思われる。
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津波で破壊された海側の防潮堤に替わり、新たに設けられた高さ 14.7mの防潮堤。新防潮堤建設と併せ、田老地区では住宅地の高台への移
設も行われた。（2022 年 5月、三木剛氏撮影）

1934 年から 50 年近くの歳月をかけて築かれた田老の防潮堤。明治、昭和と続けて大津波による壊滅的被害を受け、「万里の長城」と呼ばれる
長大な防潮堤が設けられた。

総延長 2433 ｍ、高さ 10 ｍの防潮堤の山側ウイング上部より市街地
側を見る。木造家屋は全壊し瓦礫と化してしまった。鉄筋コンクリー
ト造の建物はサッシや外壁は被害を受けたが主要構造部は残ってい
る。防潮堤が田老の建物を津波から守ったとは言えない。

海側の防潮堤の津波被害断面。土手状に土で盛土し、その外周を比
較的急勾配の鉄筋コンクリート造の壁で覆っている。


